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参加企画

『カライ城の勇者たち』 ３

カナンＲＰＧ シナリオ

『イキドウの塚』 ６

カナン小説

『魚神の花嫁』 １６

Ｄ＆Ｄ

『今日のＤ＆Ｄ』 ２１

空想海軍 製品案内 ２５

はじめに
このネットマガジンは架空世界

カナンの情報を中心に、様々な情

報、読み物をお届けしていきます。

今号では、「カナンＲＰＧ」の

シナリオなど、サポート情報。小

説などの読み物、さらに世界で最

も遊ばれているＲＰＧ『ダンジョ

ンズ アンド ドラゴンズ』の情

報記事を掲載しました。

参加企画『カライ城の勇者たち』

では、カライ城の新しい住人も募

集中です。

こうした刊行物での情報提供は

空想海軍の目標のひとつでしたが、

まだまだやり方を模索中で、完成

にはほど遠い誌面です。が、より

楽しんでもらえる誌面を目指して

次号も頑張ります。

ぜひ投稿や感想をお寄せくださ

い。

2012年1月 空想海軍 田中桂

空想海軍ウェブサイトはコチラから

http://imaginary-fleet.sakura.ne.jp/
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カヤクタナの東方の守り、カラ

イ城では辺境の脅威から国を守る

べく、常に兵士を募集しています。

兵士たちが増えれば、当然彼らの

稼ぎをあてにして、いろんな人々

が集まってくるのは世の中の常。

この記事では毎回、カライで起

きた出来事と、あらたな住人を紹

介していきます。

カライ情報

討伐隊編成

このところ、とみに跳梁の激し

くなった野盗・水賊どもを討伐す

べく、カライの城主テナネナは、

守備隊長シャクに討伐隊の編成を

命じました。紙芝居師たちによれ

ば、討伐隊は50人の規模、隊長に

はガンュが内定しているそうです。

周辺からの賊の一掃が期待され

ます。

今回の入植者

29：〈静かなる炎〉ウラクマ／池

かなた

職人（洗濯屋）

兵隊さんの汚れしご……汚れ物

をきれいにしてます。

※ウラクマの仕事ぶりはイラスト

投稿サイトピクシブにもアップさ

れています。

http://www.pixiv.net/member.php

?id=1129468

（ピクシブのアカウントが必要で

す。さらに18歳未満は閲覧しちゃ

いけません）

26：ガンュ／石野鐘音

兵士（古参兵）

狭量で陰険な古参兵。

貴族・上官には媚び、余所者・

貧民や部下にはいばりちらす。

怖いものなしと豪語しているが、

新兵の頃、遠征の地で、名も知ら

ぬ神を誤って弓で射てしまったこ

とがあり、２０年以上を経た今で

も呪いにおびえている。

37：マーリウ／ayarico

兵士（傭兵）

冷淡で男勝りだけど惚れっぽい。
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16：チミドゥロ／竹雀

自由民（乞食）

隻腕の女乞食。本当の仕事は暗

殺師

16：〈小猿〉のハンマ ／mach_09

牧夫（馬借）

10代半ば、本人は年をよく覚え

ていない。

馬借の「じいちゃん」といたら

しいのだが、じいちゃんは病死し、

馬もなんやかんやで取られてしまっ

た。いまは身一つ。

2の守備隊基地と、16のバタバタ

掘をうろうろして、カライ城に来

る馬借の手伝いをしたり、兵隊の

小間使いをやって小銭を得て暮ら

している。兵舎の隅で勝手に寝起

きしていたり、追い払われるとバ

タバタ掘にいたりする。

あわよくば「えらいひと」の目

に留まって「へいたいよりえらい

さむらい」に取り立ててもらおう

と思っている。ガキのくせに自分

は他のガキとは違うと思っている。

何やらどうでもよいガラクタを

たくさん体に縛り付けているが、

それは「およびがかかったとき」

に役に立つようにらしい。陣笠や、

小刀や、縄や、投げ石や予備の草

鞋とか。

29：〈酒びたり〉のホテリ／石野

鐘音

娼婦

全身から滝のように酒の汗をか

く呪いにかかっている。（父親が

神に供えられた酒を盗んだため）

常に泥酔しているか、そうでな

ければ二日酔いになっているので、

くたびれた酒場女のようなムード

を漂わせているが、まだ10代半ば。

全身を濡らす酒は大変美味だが

極めて強く、彼女の身体を貪る男

たちは、大半が途中で寝てしまう。

酒場の２階あるいは娼館で起居

している。

入植者募集

入植者募集中です！

詳しくはウェブサイト「神と人

の大地」から「カナンを旅する」

メニューないの『カライ城の勇者

たち』をクリック！

キャラクター登録の仕方や、カ

ライ城についての詳しい情報が掲

載されています。

http://imaginary-fleet.sakura.n

e.jp/ca/main.html
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2011,11 改訂版

作：田中桂

※このシナリオはスタートセット

『カライ城の勇者たち １』に同梱

されていたシナリオの改訂版です。

移動や野宿についての処理が大き

く変更になっています。

■■シナリオ概要■■
木賃宿でたまたま同宿だったＰＣ

たちは同じ夢を見る。

神から届け物を頼まれたのだ。

届け物は小さな木札。これを1週間

ほどの旅程の塚に安置して欲しいと。

神の頼み事を断れず、塚を目指す

一行。

しかし途中、その木札を譲って欲

しいという人物が現れる。

いったい木札の正体はなんなのか。

■■注意点■■
このシナリオは、初めて「カナン

ＲＰＧ」のプレイに参加するＰＣが

一緒に行動する、旅の道連れになる

過程を描く導入編ともいうべき内容

になっています。

神が登場して、カナンという世界

のイメージを伝える要素と、戦闘ルー

ルなど、基本的なルールを一通り体

験できる要素とが両方備わっていま

す。

途中、ＰＣが謎に直面するような

場面もありますが、ＰＣとプレイヤー

は別の存在です。プレイヤーが謎を

解けないからといって、ＰＣが解け

ないとは限りません。プレイヤーが

考えに行き詰まったら、マスターは

「ＰＣが考えたことにして」技能判

定を行わせて、成功すれば「ＰＣが

謎を解いた」ことにしてどんどんシ

ナリオを先に進めましょう。

シナリオを皆で体験するのがＲＰ

Ｇで、パズルや難問を解くのは別の

ときにすればよいのです。

また同じ理由で、事前に以下のシ

ナリオをすべてのゲーム参加者が読

み込んでいても構いません（どちら

にしろマスターは読んでおかないと

いけませんが）。あらかじめシナリ

オ内容を知っているのと知らないの

では楽しみに違いは出ますが、どち

らも面白い遊びであることに違いは

ありません。

また、一度このシナリオをプレイ

したプレイヤーが別のキャラクター

でこのこのシナリオを再プレイした

り、シナリオ中の固有名詞などを変

えて再プレイしたりして、何度も遊

んでみましょう。プレイするたびに

少しずつ違う結果を楽しむことがで

きます。

シナリオ中、各項目についての読

み方を説明します。

シナリオは場面ごとに「説明」

「解説」「情報」という３つの項目

で説明されています。

【説明】

その場面でＰＣが遭遇した状況を

（ＰＣの視点で）説明している部分

です。いわば、ナレーションにあた

る部分です。

オンラインでのプレイの場合はこ

の部分をコピー＆ペーストすれば、

手間をかけずにＰＣの遭遇した状況

を説明することができます。

【解説】

説明の裏側でどんなことが起きて

いるか、解説する項目です。

遭遇した状況に対してどんな行動

を取れるのか、それをしたらどうな

るのか、また状況が生じるまでの経

緯などが説明されています。

【情報】

解説で説明したことを、ゲームルー

ル的にリストした項目です。

登場するＮＰＣのデータ（の参照

ページ）や、アイテムの特別ルール

などはここで説明されます。

さて、ではシナリオ本編を見てい

きましょう。

■■本編01 木賃宿の夜■■
【説明】

――夜。古い街ヴェニゲの西、大き

な街道から少し外れた寂れた宿場。

ほかに選択肢もない一軒きりの木賃

宿で、皆は雑魚寝している。

――すっかり寝入った夢の中、呼び

かける声が聞こえてきた。

――「これを、届けて欲しいのだ。

私がこれまでずいぶん世話になった

ノムゴスンの形見なのだ」

――声と共に目的地の様子が視界に

浮かぶ。それは塚だった。なんとな

くだが、いまいる場所から塚までど

のように行ったらいいかもわかる気

がした。

――やがて君たちはほとんど同時に

目を覚ました。同じ部屋で眠った気

安さで会話を交わすと、その部屋に

いた全員（ＰＣ）が同じ夢を見たこ

とがわかるのだった。

――そして床に、夜にはなかった小

さな木札が一枚置いてあることに気
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がつく。どうやらこれを塚まで持っ

ていって欲しいらしい。

【解説】

夢は神のお告げです。

カナンの神は時々こうして積極的

に人間に関わってくることがあるの

です。

ノムゴスンは商人ですが、最近死

んでしまいました。夢に出てきた神

は、常から自分を敬っていろいろ捧

げものなどを欠かさなかった彼に恩

義のようなものを感じているようで

す。

ノムゴスンを知っているかどうか

は〈社会知識〉判定で。ノムゴスン

を知っていれば、彼が敬っていた神

がイキドウであったことがわかりま

す。

イキドウは「力の神」。なぜ彼が

そんな神を敬っていたかはわかりま

せんが、義理に篤い神だという話は

知られています。

また目的地の塚は、いまいる宿場

から南西の方面にあることが「なん

となくわかっています」。主要な街

道からははずれますが、道は通じて

いるようです。

基本的に、神の怒りを買ってはい

けない、ということは判定をするま

でもなくすべてのＰＣが知っていま

す。

もし「断りたい」というプレイヤー

がいた場合、ＰＣは「いや、やっぱ

り引き受けた方がいい」と思うはず

です。〈抑制〉判定を行って下さい。

成功すればそのＰＣに限り、この依

頼を断っても構いませんが、そのＰ

Ｃにとってはこのシナリオはここで

終了です。新たに得られるだいじな

ものはありません。

ここでシナリオ終了となったプレ

イヤーは、その後のプレイで暇にな

るでしょうから、後に起きる戦闘場

面で、敵側キャラクターのプレイを

担当してもらうのがいいでしょう。

【情報】

アイテム：木札

効果

これを持っているＰＣは、仮のだ

いじなもの「イキドウの守り」を得

る。

この効果は木札を持っているあい

だ続く。

だいじなもの：イキドウの守り

効果

〈怪力〉の判定に＋２Ｄされる。

■■本編02 出立の前に■■
【説明】

――夜が明けて、君たちが塚を目指

して出発しようとしたところ、ひど

く疲れた様子の一団が宿に入ってき

た。驚くべきことに夜を徹して旅を

してきたらしい。

――一団のうち、いちばん疲れてい

る様子の身なりのいい男は、しきり

に先を急いでいる様子だったが、ほ

かの面々は是が非でもここで休息し

たいと主張している。立場が上なの

は身なりのいい男のようだったが、

多勢に無勢、一団は険悪な雰囲気に

なる。

――と、中のひとり、姿からして呪

い師と知れる女が、「目的のものは

すぐ近くにある。いったんここに腰

を落ち着けて周囲を探そう」と言い

出す。その女の言葉で、一団はＰＣ

らと入れ替わりに宿に泊まることに

なった。

【解説】

ここで〈知覚〉判定に成功すれば、

以下のことがわかります。

身なりのいい男は「ボンスイさん」

と呼ばれていること。ほかは彼の雇

い人らしいこと。

また彼らは女呪い師の、失せ者捜

しの呪いを頼りに、ここまで強行軍

してきたらしいこと。

またボンスイによれば「あれがな

ければ店と私はおしまいなんだ」と

いう内容の話が聞こえてきます。

ＰＣは彼らに詳しく話を聞いてみ

てもいいですが、ボンスイは頑なに

詳しいことを話そうとはしません。

探しているもの（木札）のことを知

られると、奪われてしまうと恐れて

いるのです。

【情報】

ＮＰＣ

ボンスイ

商人。データなど詳しいことはP7

を参照のこと。

トニ

呪い師。データなど詳しいことはP

8*を参照のこと。

用心棒

ボンスイが雇った用心棒。４人い

る。データなど詳しいことはP9を参

照のこと。

■■本編03 街道■■
【説明】

――君たちは目的地の塚目指して街

道を進む。

――目的地までは数日の距離がある
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だろう。その日どのくらい進めたか、

半日ごとに全員が〈健脚〉判定を行

う。その結果によって、どのくらい

旅程を進んだかが決まる。

【解説】

街道を進む際の判定についてもう

少し詳しく説明します。

まず午前中の分として〈健脚〉判

定を１回、全員が行います。その結

果によって、その日進んだ距離が分

かります。

単位は１０ダーリ（１ダーリは約

６００メートル）となりますが、こ

のシナリオ中では、単に移動力の数

値だけを見ていて構いません。

失敗：移動力の1/2（端数切

り上げ）

１レベル成功：移動力

２レベル成功：移動力＋１

※以下成功レベル１ごとに＋１ずつ

移動力に加算される。

なにかの乗り物（馬などの乗用動

物、あるいは馬車など）に乗ってい

る場合は、判定技能は〈騎乗〉にな

ります。そして対象となる移動力は

その乗り物の移動力になります。

※馬車などに複数のキャラクターが

乗っていく場合は、御者を務めるキャ

ラクターだけが判定を行います。

※正式なデータがまだありませんが、

馬の移動力は７、馬車は６です（暫

定）。

目的地の塚までは達成レベルの合

計にして１５、つまり１５０ダーリ

先にあります。

以降、進んだ距離に応じて、シナ

リオが進行しますので、詳しくは先

の場面を読んでください。

また、その一日の旅程が終了した

ら、次の場面の「野宿」に移ります。

【情報】

新しい情報は特になし。

■■本編04 野宿■■
【説明】

――一日の旅程を終えた君たちは、

その場で野宿をすることにした。夜

の強行軍は危険だし、先はまだある。

体力はとっておくべきだろう。

――解説の項に従ってうまく野宿す

れば、消耗はしないか最小限で済む

だろう。

――野宿を終えれば、次の日の旅が

始まる。

【解説】

野宿のやり方について解説しましょ

う。

基本的には〈生存〉判定に成功す

れば、とくに消耗することなく次の

日の旅を続けることができます。ま

た、もしだいじなものが封印されて

いれば、成功レベルの分だけ、それ

を元に戻すことができます。

判定に失敗したときは、だいじな

ものに一段階のダメージを受けます。

いずれかのだいじなものを封印する

か、封印できるだいじなものがなけ

れば喪失します。

この〈生存〉判定には次のような

ダイス修整がつきます。

基本的に ＋１Ｄ

その日一日食事しなかった －１Ｄ

悪天候の夜 －１Ｄ

その日移動力を超えた距離進んだ

－１Ｄ

過ごしやすい夜 ＋１Ｄ

美味しい料理を食べた ＋１Ｄ（下

記参照）

その日１ダーリも進めなかった ＋

１Ｄ

※天候については「情報」の項に、

天候決定表を掲載しておきます。

食事については、野宿の〈生存〉

判定の前に、〈狩猟〉や〈漁〉判定

で食べ物を確保する機会があります。

ただしそうして得られた食べ物は

〈料理〉判定に成功しないと食べる

ことができません。

〈料理〉判定で、２レベル以上の

成功をした場合、美味しい料理を食

べたものとして、野宿の〈生存〉判

定で＋１Ｄできます。また、野宿に

よって受けた「だいじなもの」への

ダメージがあれば、回復できます

（耐久力へのダメージはこの特別ルー

ルでは回復しないことに注意）。

保存食や弁当などを持っていると

きは〈料理〉判定は必要ありません。

最小限の手間で食べられるようになっ

ているはずだからです。この場合、

自動的に美味しい料理を食べたもの

として扱います。

また〈自然知識〉判定で食べられ

る植物を採取することも可能です。

ただし知識だけで実践がともなうか

どうかは別なので、この判定には－

１Ｄつきます。これについては、そ

のままでも食べられるもの（木の実

など）を採取したものとして〈料理〉

判定は不要です。この場合も自動的

に美味しい料理を食べたことにして

ください。

いずれの場合も判定失敗そのもの
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でのペナルティはありません。食べ

物が得られないか、食べられるもの

にならなかっただけで、〈生存〉判

定のダイス修整に影響するだけです。

【情報】

天候決定表

１Ｄ６ その日の天気

１ 冷たい風と雨（悪天候の

夜）

２～５ 晴れ（ごく普通の夜）

６ 汗ばむ天気（過ごしやす

い夜）

■■本編05 追跡者

（行程７）■■
【説明】

――君たちは塚を目指して歩いてい

る。その途中で、追跡者の気配に気

づくかも知れない。〈知覚〉判定を

行うこと。

――誰も気づかなければ、そのまま

次の野宿を行うことになる。

――判定に成功したＰＣは追跡して

くる者たちの気配に気づく。しかし、

すぐに追いついてくる様子はない。

【解説】

この場面は、旅程の合計が７を超

えた次の日の街道場面の午前の〈健

脚〉判定のあとで発生します。

追跡してきているのは、ボンスイ

とその雇われ者たちです。ＰＣが目

的の木札を持っているものと当て推

量していますが、まだ確信が持てな

いため、あとをつけてきているので

す。

トニの呪いで、間違いなくＰＣが

木札を持っていると分かれば、接触

してくることになります。シナリオ

の進行上では、ＰＣの旅程によって

タイミングが決まります。

【情報】

新しい情報は特になし。

■■本編06 夜の訪問者■■
【説明】

――夜、野宿の最中。寝ている君た

ちに声をかけてきた者がある。木賃

宿で行きあった一団の中にいた呪い

師だ。

――彼女は、「木札を持っているな

ら、渡して欲しい。自分の雇い主は、

力尽くでも手に入れるつもりでいる

が、荒事は好きではない」とＰＣに

話す。

【解説】

呪い師トニは、雇い主ボンスイが

用心棒たちに命じて、力尽くで木札

を手に入れようとしているのを知っ

て、できれば平和理にことを収めよ

うとＰＣたちのもとにやってきまし

た。彼女は目標が分かっていれば瞬

間移動の呪いが使えるのです（この

ことにＰＣが気づくのには〈呪い〉

判定に成功する必要があります）。

どうして木札を欲しがっているの

か問えば、彼女は次のようなことを

応えてくれるでしょう。

「もともとその木札は、あの男の主

人のものだったのよ。商売で使う符

丁らしいわ。主人が死ぬときに、彼

は当然自分が符丁を受け継ぐと思っ

ていたんだけど、主人はそれを神に

奉納しろと言い残したらしいの」

「符丁がなければ商売はいちからや

り直しみたいなことになるらしくて。

で、彼は主人の言いつけを破って、

木札を自分のものにすることにした

のよ。ところが」

「気がついたら、木札が消えていた。

そこであたしが失せ者捜しをするこ

とになったというわけ。あなたたち

がどうしてその木札を持っているか

知らないけれど、おとなしく渡して

くれればあの男も喜んで帰っていく

と思うわ」

ここでＰＣたちは、木札を渡して

も構いません。

その場合はここでシナリオは終了

です。「中途での終了」場面に進ん

でください。

木札を渡さないと決めた場合には、

トニは「どうなっても知らないわよ」

といって闇の中に歩み去ります。

この際、トニに対して何らかの交

渉を試みる場合、〈男の武器〉〈女

の武器〉を使えば有利な修整が得ら

れます。〈男の武器〉判定なら＋２

ダイス修整で、〈女の武器〉判定な

ら＋１ダイス修整で判定が行えます。

交渉に関係した判定についてはルー

ルブックの１８ページからの記述を

見てください。

【情報】

特に新しい情報はありません、。

■■本編07 中途での終了■■
【説明】

――その夜。夢の中にまたあの声が

聞こえた。「我が願いを反古にする

とは許せぬ。呪いを受けるがいい」

――朝起きた、君たちは身体にどう
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にも力が入らなくなっていることを

感じる。どうやら神の呪いを受けて

しまったらしい。

【解説】

なんらかの理由で、塚への木札の

奉納を拒否した場合、この場面でシ

ナリオは終了になります。

ＰＣ全員は、だいじなもの「イキ

ドウの呪い」を得ます。

通常通り、シナリオ終了処理をし

て、今回のプレイは終了です。

【情報】

だいじなもの：イキドウの呪い

効果

このだいじなものが効果を発揮し

ているあいだ、〈怪力〉判定に常に

－３Ｄの修整を受ける。

■■本編08 追跡者との接触

（行程１２）■■
【説明】

――目的の塚までもう少し、という

ところで、君たちの前に見覚えのあ

る一団が現れて道をふさいだ。ひど

く疲れた様子の男が「お前たちの持っ

ている木札を渡してもらおう」と持

ちかけてくる。

――彼の男たちは強面で、もし申し

出を断れば腕力にものをいわせるつ

もりなのが見て取れた。

――君たちはどうするか。

【解説】

旅程が１２を超えた瞬間に発生し

ます。

もし一気に１５まで（つまり塚ま

での距離）辿り着いていた場合、塚

の目前でこの場面が発生します。

ＰＣが素直にボンスイに木札を渡

した場合、中途での終了場面へと続

きます。ボンスイは喜んで帰ってい

くでしょう。

ただし、しばらく後ボンスイが殺

されたことを噂に聞くことになりま

す。

そのほかの選択肢として、たとえ

戦いになっても木札を塚まで持って

いくつもりであれば、戦いの場面へ

移ります。あるいは主人の遺言通り、

木札を塚に持っていくようボンスイ

を説得することにしても構いません。

ボンスイはどうでも木札を手に入れ

たいと思っていますから、判定には

－２Ｄの修整がかかります。どの技

能で判定するかはプレイヤーとマス

ターが相談して決めてください。

ただし、この交渉の機会は一度き

りです。失敗すれば、問答無用でボ

ンスイは用心棒たちにＰＣを襲わせ

ます。この場合も戦いの場面に移り

ます。

もし交渉が成功した場合はボンス

イはＰＣと共に塚へと同行すること

になります……が、用心棒たちはす

でに木札の価値に気づいていて、ボ

ンスイもろともＰＣを葬り、木札を

手に入れようと襲ってきます。やは

り戦いの場面へと移りますが、ボン

スイとトニはＰＣの味方についてく

れます（ボンスイは戦いの役にはあ

まり立ちませんが）。

【情報】

特に新しい情報はありません。

■■本編09 戦い■■
【説明】

――凶暴な敵意を剥き出しにして、

彼らは向かってきた。

【解説】

戦闘場面です。

抽象戦闘ルールを用いる場合は敵

は「近距離」にいるものとして戦闘

を開始します。

敵を全員撃退（逃げ出した者を含

む）すれば、勝利、次の場面（まだ
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旅程が残っていれば、街道場面なり

野宿場面なりに。すでに塚までの距

離を歩き終えていれば、塚の秘密場

面）に続きます。

標準戦闘ルール（ミニチュアを使

用）を使う場合には、次のようにな

ります。マップは１面がＡ４版の紙

と同サイズです。

（空想海軍ではカナンＲＰＧのミニ

チュアバトルにちょうどいい、「ハ

リボテレイン」各種を頒布していま

す。詳しくは「空想海軍製品通販ペー

ジ」で）

初期配置：

図に従ってください。敵側は、Ｐ

Ｃたちから１４センチ離れた、塚方

向への出口よりの場所に配置します。

勝利条件：

木札を持ったＰＣを塚側出口から

脱出させること。または、敵側を全

員撃退（逃げ出した者を含む）する

こと。

ＰＣ側が勝利した場合は、次の塚

の秘密場面に進みます（勝利の内容

によっては、全員がこの場面を体験

できないかも知れませんが）。

敵側が勝利した場合は、中途での

終了場面に進みます。もしＰＣ全員

が死亡してしまった場合は、その場

でシナリオ終了となります。

【情報】

戦闘のマップ配置。「ハリボテレ

イン戦場」×２、「ハリボテレイン

丘Ａ」×２を使用。

■■本編10 塚の秘密■■
【説明】

――こうして君たちはようやく目的

の塚にやってきた。木札を塚の上に

安置すると、また例の声が聞こえて

きた。

――「よく、我の願いを聞き届けて

くれた。これであの人間との約束を

果たせる。さあこれを受け取るがい

い。木札を持ってきた者にこれを与

えてくれとあの男は言っていた」

――声が終わると、塚の一部が地滑

りのように崩れた。崩れた場所は洞

穴のように奥へ向かって穴が開いて

いる。中を覗き見ると、いくつもの

箱が積んである。

――箱には、それぞれにいっぱいに

金や宝石が詰まっていた。

――もう声は聞こえない。この（一

度には運び出せそうもない）神から

の贈り物をどうすればいいものか。

【解説】

物語も終幕です。

展開によって、この場面に遭遇す

るのがＰＣだけか、あるいはボンス

イがいるか、それによって場面の内

容は変わってくるでしょうが、とも

かくこの場面がいったいなにを意味

しているのか解説しましょう。

この塚に埋まっている財宝は、ノ

ムゴスンが長年にわたってイキドウ

神に奉納してきたものです。ノムゴ

スンは、欲をかきすぎないよう自分

を律するために、こうした寄進を続

けてきました。

彼は死に際してイキドウに、「最

後に大事な符丁を奉納したい。自分

の代わりに符丁を奉納しにきた者に

どうか自分同様、目をかけ助けてやっ

て欲しい」と願いました。

彼は「自分の後継者には自分と同

じように欲をかかずに仕事に取り組

んで欲しい、もし商売上とても大事

な符丁を奉納してしまうほど、主人

との約束に誠実なら、商売も誠実に

続けてくれるだろう」と考えたので

す。

イキドウはその願いを叶えるつも

りだったのですが、ボンスイは主人

の言いつけを破って符丁を自分のも

のとしようとしたため、どうにか遺

言通りに符丁を奉納させようと、今

回の行動に出たのでした。イキドウ

は、ノムゴスンの意図以上のことを

してしまっていたのです。

もしボンスイがこの場にいれば、

彼は上記のような主人の意図を悟っ

て改心するでしょう。その場合は、

ボンスイは財宝の所有権を放棄しま

す。ＰＣがそれを受け入れ自分たち

のものにするかどうかは話し合って

決めてください。

もし財宝をＰＣが手に入れれば、

仮のだいじなもの「ノムゴスンの財

宝」を手に入れます。

あるいはその権利を放棄してボン

スイに譲った場合には、仮のだいじ

なもの「ボンスイの尊敬」と「イキ

ドウの息吹」が手に入ります。

ただしいずれの場合でも、木札は

塚にアンチしてしまったため、「イ

キドウの守り」は失われます（記録

用紙から消してください）。

さて、物語そのものはここで終わ

りですが、戦いの場面でＰＣの全員

が出口から脱出しないままに場面を

終了していた場合には、次のような

出来事が起きています。

ちょうど塚に木札を安置したのと

同じタイミングで、敵ＮＰＣは次々

その場にへたり込んでしまいます。
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身体にまったく力が入らなくなって

しまったのです。すぐに死んだりは

しませんが、とても戦ったり、ＰＣ

に追いすがったりすることはできま

せん。

その隙にさっさと逃げ出すもよし、

とどめをさすもよし。助けてやって

もいいかもしれません。

シナリオ終了の場面に進んでくだ

さい。

【情報】

だいじなもの：ノムゴスンの財宝

効果

一度には持って歩けないため、そ

の効果は限定的だが、〈財産〉判定

で＋２Ｄの修整が得られる。ただし、

貨幣経済の通じていない場所ではそ

の効果は得られない。

だいじなもの：ボンスイの尊敬

効果

とくになし。

だいじなもの：イキドウの息吹

効果

時々、イキドウ神の気配を感じる。

〈怪力〉判定に＋１Ｄの修整を得ら

れる。

■■終幕 シナリオ終了■■
【説明】

――ここで君たちの物語は、いった

ん幕となる。けれど、たぶんきっと

次の物語が君たちを待ち受けている

のに違いない。

【解説】

シナリオ終了です。

ルール（36～37ページ）に従って、

シナリオ終了処理をしましょう。

記録用紙には、いくつかだいじな

もの（または仮のだいじなもの）が

増えていることでしょう。

それらは、ルール上の効果も持ち

ますが、なによりプレイの思い出で

す。ぜひどんどんプレイして、思い

出を増やしていきましょう。

【情報】

新しい情報は特になし。
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【能力値】

「理知」 ：１

〈応急手当 〉〈社会知識 １〉

〈自然知識 〉〈財産 ２〉

〈戦術 〉

「情動」 ：１

〈床上手 〉〈上流社交 １〉

〈下層対話 １〉〈演奏・ 〉

〈歌唱 〉〈舞踊 〉〈絵画 〉

〈調理 〉〈美粧 〉〈交渉 １〉

〈女（男）の武器 〉〈紙芝居 〉

「身体」 ：０

〈接近戦・ 〉

〈射撃・ 〉〈健脚 〉

〈軽身 〉〈水泳 〉〈投擲 〉

〈怪力 〉〈生存 〉〈防御 〉

「感性」 ：０

〈隠密 〉〈騎乗 〉〈狩猟 〉

〈漁 〉〈操船 〉〈知覚 〉

〈工芸 〉

「自我」 ：０

〈呪術 〉〈苦痛抵抗 〉

〈快感抵抗 〉〈催眠抵抗 〉〈薬

物抵抗 〉〈抑制 〉

「耐久力」：２

「移動力」：５

【だいじなもの】

１：「命」

２：店

３：面子

４：

５：

【もちもの】

１：財布（財産判定振り直し）

２：見栄えのいい服（交渉＋１）

３：

４：

５：

６：

７：

８：

９：

10：

ノムゴスンの商家の番頭。「木札

を塚に奉納するように」という主人

の言いつけを破って、自分のものに

しようとしている。木札は商家同士

の符丁で、これがあれば店の運営は

安泰なので、当然受け継げると思っ

ていたところをあてがはずれたかっ

こう。

これまで奉公した実績を無視して、

店を自分と共に葬ろうとしているノ

ムゴスンを恨んでいる。（ただし、

この認識はシナリオを完遂すれば勘

違いだったことが分かる。でも、ノ

ムゴスンちゃんと伝言しろ）

戦闘時、彼は味方が不利（人数が

半分）になれば、その場から逃げ出

す。
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【キャラ名】 ボンスイ 【年齢】 32 【サイズ】１ 【編成値】４

【特徴】「いじわる」で「理屈っぽい」だけど「病的」



【能力値】

「理知」 ：１

〈応急手当 〉〈社会知識 １〉

〈自然知識 〉〈財産 〉

〈戦術 〉

「情動」 ：１

〈床上手 １〉〈上流社交 〉

〈下層対話 〉〈演奏・ 〉

〈歌唱 〉〈舞踊 〉〈絵画 〉

〈調理 〉〈美粧 〉〈交渉 〉

〈女の武器 １〉〈紙芝居 〉

「身体」 ：１

〈接近戦・ 〉

〈射撃・ 〉〈健脚 〉

〈軽身 〉〈水泳 〉〈投擲 〉

〈怪力 〉〈生存 １〉〈防御 〉

「感性」 ：１

〈隠密 〉〈騎乗 〉〈狩猟 〉

〈漁 〉〈操船 〉〈知覚 １〉

〈工芸 〉

「自我」 ：２

〈呪術 ２〉〈苦痛抵抗 １〉

〈快感抵抗 〉〈催眠抵抗 １〉〈薬

物抵抗 １〉〈抑制 〉

「耐久力」：２

「移動力」：５

【だいじなもの】

１：「命」

２：初恋の思い出

３：

４：

５：

【もちもの】

１：見栄えのいい服（交渉、女の武

器＋１）

２：

３：

４：

５：

６：

７：

８：

９：

10：

流れ者の呪い師。

報酬さえ見あえば、たいていの依

頼を請け負う拝み屋。一応雇い主に

は誠意を尽くす方だが、惚れっぽい

性格で、そのせいで依頼を反古にす

ることも一再ではない。

戦闘時、彼女は味方が不利（人数

が半分）になれば、瞬間移動で逃走

する。

トニは以下の呪いに習熟している。

「眠りの呪い」

「恐れの呪い」

「瞬間移動」
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【キャラ名】 見えざる雲・トニ 【年齢】 18 【サイズ】１ 【編成値】12

【特徴】「世間ずれ」して「惚れっぽい」だけど「優しい」



【能力値】

「理知」 ：０

〈応急手当 〉〈社会知識 〉

〈自然知識 〉〈財産 〉

〈戦術 〉

「情動」 ：１

〈床上手 〉〈上流社交 〉

〈下層対話 〉〈演奏・ 〉

〈歌唱 〉〈舞踊 〉〈絵画 〉

〈調理 〉〈美粧 〉〈交渉 〉

〈女（男）の武器 〉〈紙芝居 〉

「身体」 ：１

〈接近戦・ １〉

〈射撃・ 〉〈健脚 〉

〈軽身 〉〈水泳 〉〈投擲 〉

〈怪力 〉〈生存 〉〈防御 〉

「感性」 ：０

〈隠密 〉〈騎乗 〉〈狩猟 〉

〈漁 〉〈操船 〉〈知覚 〉

〈工芸 〉

「自我」 ：０

〈呪術 〉〈苦痛抵抗 〉

〈快感抵抗 〉〈催眠抵抗 〉〈薬

物抵抗 １〉〈抑制 〉

「耐久力」：２

「移動力」：５

【だいじなもの】

１：「命」

２：

３：

４：

５：

【もちもの】

１：安物の片手武器（接近戦＋１）

２：

３：

４：

５：

６：

７：

８：

９：

10：

ボンスイが雇った用心棒。

ボンスイの探しものに関して、当

初詳しいことはしらされていない。

彼らが詳しいことを知った場合、

〈抑制〉判定を行い（どのタイミン

グで行うか、また行わないかはマス

ターに一任）、失敗した場合、木札

を奪って自分たちで売り払ってしま

おうとする。

戦闘時、彼らは味方が不利（人数が

半分）になるか、ボンスイが倒され

ると、その場から逃げ出す。

【キャラ名】 ボンスイ

【年齢】 32 【サイズ】１

【編成値】４

15

【キャラ名】 用心棒 【年齢】 【サイズ】１ 【編成値】６

【特徴】「格好つけ」で「現実主義者」だけど「野獣」
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【
一
】

大
河
ゴ
ヌ
ド
イ
ル
に
面
し
た
村
に
、
ヌ
ア
ッ
ト
と
い

う
若
者
が
い
ま
し
た
。

ヌ
ア
ッ
ト
は
今
年
成
人
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
張
り
切
っ
て
い
た
の
で
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
張

り
切
っ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
成
人
の
祭
り
で
お
こ
な

わ
れ
る
槍
投
げ
競
争
で
一
番
に
な
れ
ば
、
自
分
の
心
に

思
っ
て
い
る
相
手
と
夫
婦
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
ヌ
ア
ッ
ト
は
毎
日
槍
投
げ
の
練
習
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
の
南
の
は
ず
れ
か
ら
さ
ら
に
南
に
あ
る
密
林
に
向

け
て
、
大
き
く
弧
を
描
く
槍
が
、
朝
早
く
か
ら
日
が
沈

む
ま
で
何
度
も
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

ヌ
ア
ッ
ト
の
好
き
な
相
手
は
村
の
少
女
、
ウ
ラ
ナ
ナ
。

大
き
く
て
よ
く
揺
れ
る
胸
と
、
ぷ
っ
く
り
し
た
下
唇

が
魅
力
的
な
娘
で
す
。
村
で
一
番
の
美
少
女
と
言
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
こ
の
娘
が
大
好

き
だ
っ
た
の
で
す
。

今
日
も
、
彼
の
年
上
の
友
達
エ
シ
ャ
ー
に
「
お
前
の

未
来
の
奥
さ
ん
が
踊
り
の
練
習
を
し
て
い
る
よ
」
と
言

わ
れ
る
と
、
槍
投
げ
の
練
習
を
中
断
し
て
少
女
の
姿
を

見
に
行
っ
て
し
ま
う
ヌ
ア
ッ
ト
な
の
で
し
た
。

こ
の
年
、
村
は
近
年
に
な
い
不
漁
の
年
で
し
た
。
い

つ
も
な
ら
、
豊
か
な
糧
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
の
ゴ

ヌ
ド
イ
ル
な
の
で
す
が
、
今
年
に
限
っ
て
は
、
網
を
投

げ
て
も
糸
を
垂
れ
て
も
、
ま
っ
た
く
魚
が
か
か
ら
な
い

日
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。

成
人
の
祭
り
が
あ
る
こ
の
時
期
は
、
漁
の
季
節
だ
と

い
う
の
に
、
村
人
は
み
な
蓄
え
て
お
い
た
干
物
ば
か
り

食
べ
て
い
る
毎
日
で
す
。

成
人
の
祭
り
を
前
に
し
て
浮
か
れ
て
い
る
ヌ
ア
ッ
ト

は
と
も
か
く
、
村
人
の
多
く
は
こ
の
先
の
こ
と
に
た
い

そ
う
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

【
二
】

踊
り
の
練
習
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
大
河
沿
い
の
神

殿
に
向
か
う
途
中
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
村
長
と
出
会
い
ま
し
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た
。
村
長
は
エ
シ
ャ
ー
の
父
親
で
も
あ
り
ま
す
。

村
長
は
見
知
ら
ぬ
女
を
連
れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な

か
の
美
人
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
目
つ
き
が
と
て
も
鋭

く
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
好
き
な
ウ
ラ
ナ
ナ
と
は
正
反
対
の
人

間
で
あ
る
と
知
れ
ま
し
た
。

挨
拶
を
す
る
ヌ
ア
ッ
ト
に
、
村
長
は
彼
女
が
呪
い
師

で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ま
す
。

「
〈
風
読
み
〉
の
ナ
ナ
ハ
だ
」

ナ
ナ
ハ
は
笑
い
か
け
て
き
ま
す
が
、
そ
の
笑
顔
は
な

ん
だ
か
怖
い
も
の
の
よ
う
に
ヌ
ア
ッ
ト
は
思
わ
れ
ま
し

た
。そ

そ
く
さ
と
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
神
殿
へ
と
向
か

う
ヌ
ア
ッ
ト
で
す
。

神
殿
で
は
、
村
の
女
た
ち
が
成
人
の
祭
り
で
披
露
す

る
踊
り
の
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
笛
や
太
鼓
の

音
に
合
わ
せ
、
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。
だ
ん
、
だ
ん
、

と
足
を
踏
み
な
ら
し
、
く
る
り
と
身
体
を
回
転
さ
せ
た

り
す
る
な
か
な
か
激
し
い
踊
り
で
す
。

そ
の
中
で
ウ
ラ
ナ
ナ
は
ひ
と
り
ど
う
し
て
も
拍
子
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
女
た
ち
か
ら
一
拍

二
拍
と
遅
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
慌
て
て
取
り
戻
そ
う

と
し
て
、
振
り
を
間
違
え
る
と
い
う
有
様
で
す
。

み
っ
と
も
な
い
と
い
え
ば
み
っ
と
も
な
い
様
子
な
の

で
す
が
、
そ
の
た
び
に
衣
装
に
包
ま
れ
た
胸
が
大
き
く

弾
む
の
で
、
見
て
い
る
ヌ
ア
ッ
ト
は
う
れ
し
い
限
り
で

す
。ひ

ら
ひ
ら
と
舞
う
着
物
の
裾
か
ら
見
え
る
ふ
と
も
も

の
付
け
根
近
く
の
肌
の
白
さ
も
、
漁
の
水
揚
げ
な
ど
で

何
度
も
見
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
祭
り
の
衣
装
で
見
て

い
る
と
、
ま
た
違
っ
た
魅
力
を
感
じ
る
の
で
す
。

あ
ま
り
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
ヌ
ア
ッ
ト
は
、
エ
シ
ャ
ー

の
接
近
に
ま
る
で
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
熱
心
に
見
て
い
る
な
？
」

背
後
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
飛
び
上

が
り
ま
す
。

「
う
わ
あ
あ
っ
」

そ
の
声
で
彼
が
こ
っ
そ
り
踊
り
を
見
て
い
た
こ
と
が

ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
女
た
ち
は
、
怒
り
出

す
ど
こ
ろ
か
、
エ
シ
ャ
ー
が
来
て
い
る
の
を
知
っ
て
う

れ
し
そ
う
な
声
を
あ
げ
て
殺
到
し
て
き
ま
し
た
。

村
長
の
息
子
で
眉
目
秀
麗
な
エ
シ
ャ
ー
は
、
村
の
女

た
ち
の
憧
れ
の
的
な
の
で
す
。
本
当
は
婚
約
者
が
い
る

の
で
す
が
、
女
た
ち
の
方
は
お
構
い
な
し
で
す
。
ヌ
ア
ッ

ト
の
こ
と
な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
、
女
た
ち
は
エ
シ
ャ
ー

を
取
り
囲
み
ま
す
。

そ
の
輪
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ヌ
ア
ッ
ト

は
、
地
面
に
ウ
ラ
ナ
ナ
が
ば
っ
た
り
と
倒
れ
て
い
る
の

を
見
つ
け
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
自
分
も
こ
ち
ら
へ
向
か
っ

て
こ
よ
う
と
し
て
、
彼
女
だ
け
転
ん
で
し
ま
っ
た
も
の

の
よ
う
で
す
。

「
大
丈
夫
か
？
」

ヌ
ア
ッ
ト
は
手
を
差
し
出
し
て
ウ
ラ
ナ
ナ
を
助
け
起

こ
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
き
、
ウ
ラ
ナ
ナ
は
に
っ
こ

り
笑
っ
て
ヌ
ア
ッ
ト
の
手
に
両
手
で
す
が
り
ま
す
。
そ

う
い
う
女
の
子
な
の
で
す
。

身
体
を
も
た
せ
か
け
る
よ
う
な
格
好
で
起
き
あ
が
っ

て
き
た
ウ
ラ
ナ
ナ
に
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
真
っ
赤
に
な
っ
た

も
の
で
し
た
。

【
三
】

日
が
赤
く
染
ま
り
、
エ
シ
ャ
ー
の
周
り
に
群
れ
て
い

た
女
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
っ
た
頃
、
エ
シ
ャ
ー

と
ヌ
ア
ッ
ト
は
ま
だ
神
殿
の
敷
地
に
い
て
、
話
を
し
て

い
ま
し
た
。

話
と
い
っ
て
も
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
悩
み
を
エ
シ
ャ
ー
が

一
方
的
に
聞
い
て
や
る
ば
か
り
な
の
で
す
が
。
こ
の
日

も
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
ウ
ラ
ナ
ナ
に
お
嫁
に
来
て
欲
し
い
と

言
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

ず
っ
と
熱
心
に
ウ
ラ
ナ
ナ
の
こ
と
を
思
っ
て
い
な
が

ら
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
ま
だ
彼
女
に
好
き
だ
と
告
白
し
て
い

な
い
の
で
し
た
。
そ
ん
な
年
下
の
友
人
に
、
エ
シ
ャ
ー

は
慰
め
の
言
葉
を
か
け
て
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
き
、
ふ
た
り
に
近
づ
い

て
く
る
者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
〈
風
読
み
〉
の
ナ
ナ

ハ
で
す
。

「
夜
神
殿
に
い
る
の
は
よ
く
な
い
ぞ
」

と
、
ふ
た
り
に
注
意
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
神
が
宿

る
場
所
は
、
人
間
に
は
危
険
な
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

こ
と
に
夜
は
そ
う
な
の
で
し
た
。

ヌ
ア
ッ
ト
は
専
門
家
の
言
葉
に
素
直
に
う
な
ず
い
て
、

家
へ
戻
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
エ
シ
ャ
ー
は
逆
に
自
分
か

ら
呪
い
師
の
方
へ
と
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
ど
う
や
ら
、

彼
女
に
興
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
ん
な
怖
そ
う
な
女
の
ど
こ
が
い
い
の
か
と
エ
シ
ャ
ー

は
思
い
ま
す
が
、
ひ
と
の
趣
味
に
文
句
を
つ
け
て
も
始

ま
り
ま
せ
ん
し
、
な
に
よ
り
村
で
一
番
女
に
人
気
の
あ

る
男
で
あ
る
彼
が
ウ
ラ
ナ
ナ
に
興
味
を
持
っ
た
り
す
る

よ
り
は
ず
っ
と
ま
し
な
の
で
、
彼
は
そ
れ
を
放
っ
て
お

く
こ
と
に
し
て
、
自
分
だ
け
家
に
帰
り
ま
し
た
。
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そ
の
日
は
、
ナ
ナ
ハ
が
村
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
除

け
ば
、
い
つ
も
通
り
の
平
和
な
一
日
だ
っ
た
の
で
す
。

【
四
】

数
日
が
経
ち
、
成
人
の
祭
が
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

そ
の
間
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
槍
投
げ
の
練
習
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ウ
ラ
ナ
ナ
は
や
っ
ぱ
り
踊
り
が

う
ま
く
い
か
ず
に
ひ
と
り
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
呪
い
師
〈
風
読
み
〉
の
ナ
ナ
ハ
も
忙
し
く

立
ち
回
っ
て
い
ま
す
。
成
人
の
日
に
執
り
行
う
儀
式
の

準
備
な
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
エ
シ
ャ
ー
は
な
に
か

と
い
う
と
彼
女
の
あ
と
に
く
っ
つ
い
て
い
っ
て
、
行
動

を
共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
し
た
。

や
が
て
、
明
日
は
成
人
の
祭
、
と
い
う
日
に
な
り
、

村
長
が
村
人
た
ち
を
呼
び
集
め
ま
す
。

「
去
年
の
終
わ
り
か
ら
、
大
河
か
ら
ろ
く
に
魚
が
採
れ

な
い
。
こ
れ
は
川
の
神
の
お
怒
り
な
の
に
違
い
な
い
。

川
の
神
の
怒
り
を
静
め
る
た
め
、
神
嫁
の
儀
式
を
お
こ

な
お
う
と
思
う
」

村
長
の
言
葉
に
、
村
人
の
半
分
は
ざ
わ
め
き
ま
し
た

が
、
残
り
半
分
は
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
ほ
う
、
年
か
さ
の
者

た
ち
は
あ
ら
か
じ
め
、
村
長
の
話
を
知
っ
て
い
た
よ
う

な
の
で
す
。
い
え
、
儀
式
を
執
り
行
う
か
ど
う
か
の
相

談
を
彼
ら
が
集
ま
っ
て
し
て
い
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。神

嫁
の
儀
式
、
川
の
神
に
花
嫁
を
差
し
出
し
て
、
そ

の
心
を
解
く
儀
式
と
い
い
ま
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
贄

を
捧
げ
よ
う
と
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

ざ
わ
め
き
な
が
ら
も
、
村
人
た
ち
は
村
長
の
言
葉
を

待
ち
ま
す
。

神
嫁
の
儀
式
を
お
こ
な
う
と
し
て
、
実
際
に
川
の
神

の
花
嫁
に
な
る
の
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

ヌ
ア
ッ
ト
も
村
長
の
方
を
じ
っ
と
見
て
い
て
、
背
後

に
大
人
た
ち
が
近
寄
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
い

て
い
ま
せ
ん
。

村
長
は
眉
を
し
か
め
、
重
々
し
く
言
葉
を
続
け
ま
し

た
。

「
生
け
贄
に
は
、
シ
ィ
バ
キ
の
三
女
、
ウ
ラ
ナ
ナ
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
決
め
た
」

ウ
ラ
ナ
ナ
の
悲
鳴
と
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
怒
声
が
同
時
に

あ
が
り
ま
し
た
が
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
そ
の
場
で
大
人
た
ち

に
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
ウ
ラ
ナ
ナ
は
ひ
と
し
き
り
悲
鳴

を
あ
げ
た
あ
と
、
気
を
失
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
上
の
混
乱
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
五
】

縛
り
上
げ
ら
れ
た
ヌ
ア
ッ
ト
は
、
地
面
に
掘
っ
た
穴

の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
半
カ
イ
ほ
ど
の
深

さ
の
穴
で
す
か
ら
、
よ
じ
登
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
両
手
足
を
縛
ら
れ
て
い
る
状
態
で
は
ど
う
し

よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

何
度
も
ウ
ラ
ナ
ナ
の
名
を
叫
び
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん

そ
れ
で
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
く
、
た
だ
遠
く
か
ら
聞

き
慣
れ
な
い
神
嫁
の
儀
式
の
太
鼓
の
音
が
届
い
て
く
る

の
に
歯
が
み
を
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

や
が
て
夜
に
な
り
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
太
鼓
の
音

が
、
成
人
の
儀
式
の
軽
や
か
な
も
の
に
変
わ
っ
た
頃
、

エ
シ
ャ
ー
が
穴
を
覗
き
込
み
ま
し
た
。

「
大
丈
夫
か
？

ヌ
ア
ッ
ト
」

「
大
丈
夫
な
も
の
か
、
ウ
ラ
ナ
ナ
は
ど
う
な
っ
た
。
ウ

ラ
ナ
ナ
を
返
せ
！
」

ま
る
で
仇
を
見
る
よ
う
な
目
を
す
る
ヌ
ア
ッ
ト
に
エ

シ
ャ
ー
は
悲
し
げ
な
顔
を
し
て
、
「
お
前
は
そ
ん
な
に

あ
の
娘
の
こ
と
が
好
き
な
の
か
？

彼
女
は
村
を
救
う

た
め
に
神
に
捧
げ
ら
れ
る
ん
だ
ぞ
」
と
聞
き
ま
す
。

ヌ
ア
ッ
ト
は
叫
び
過
ぎ
で
か
す
れ
て
し
ま
っ
た
声
で

怒
鳴
り
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
俺
が
知
る
か
！

俺
は
ウ
ラ
ナ
ナ
が
好

き
な
ん
だ
。
た
と
え
相
手
が
神
だ
っ
て
、
ウ
ラ
ナ
ナ
を

渡
し
は
し
な
い
！
」

そ
う
叫
ぶ
ヌ
ア
ッ
ト
に
、
エ
シ
ャ
ー
は
手
を
さ
し
の

べ
ま
す
。

「
成
人
の
祭
に
み
ん
な
気
が
い
っ
て
い
る
今
な
ら
逃
げ

出
せ
る
。
縄
を
解
い
て
や
る
か
ら
」

「
エ
シ
ャ
ー
？
」

ヌ
ア
ッ
ト
の
縄
が
解
か
れ
、
穴
か
ら
外
に
で
る
と
、

そ
こ
に
は
〈
風
読
み
の
〉
ナ
ナ
ハ
も
い
ま
し
た
。

「
あ
の
娘
を
助
け
た
い
の
か
い
？

だ
っ
た
ら
こ
れ
を

持
っ
て
お
い
き
」

そ
う
言
っ
て
一
枚
の
木
札
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
を
額
に
か
ざ
し
て
い
れ
ば
、
神
の
急
所
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
こ
を
ひ
と
突
き
で
刺
し
貫
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
た
と
え
神
で
も
殺
し
て
し
ま
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
生
け
贄
の
娘
を
取
り
戻
す
と
き
、

ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
た
ら
使
う
が
い
い
」
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木
札
を
受
け
取
る
ヌ
ア
ッ
ト
に
、
ナ
ナ
ハ
は
興
味
深

げ
な
視
線
を
投
げ
か
け
ま
す
。

「
エ
シ
ャ
ー
が
ど
う
し
て
も
頼
む
か
ら
協
力
し
て
や
る

が
、
ひ
と
は
神
に
逆
ら
う
も
の
じ
ゃ
な
い
。
も
し
神
か

ら
花
嫁
を
奪
う
こ
と
に
成
功
し
て
も
、
そ
の
後
ど
う
な

る
か
、
私
は
知
ら
な
い
よ
？
」

そ
の
言
葉
に
は
答
え
ず
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
そ
の
場
を
走

り
出
し
ま
し
た
。

【
六
】

川
の
神
に
捧
げ
ら
れ
た
ウ
ラ
ナ
ナ
を
追
っ
て
、
ヌ
ア
ッ

ト
は
小
舟
を
大
河
に
漕
ぎ
出
し
ま
す
。

ウ
ラ
ナ
ナ
が
小
舟
に
乗
せ
ら
れ
て
川
に
流
さ
れ
た
の

は
、
も
う
一
ヤ
ナ
ー
近
く
も
前
の
こ
と
。
ヌ
ア
ッ
ト
の

櫂
を
握
る
手
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
河
の
流
れ
を
切
り
裂
く
よ
う
に

し
て
舟
を
進
め
て
い
く
と
、
や
が
て
真
っ
黒
な
水
面
に

白
く
見
え
隠
れ
す
る
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

急
い
で
漕
ぎ
寄
せ
る
と
、
そ
れ
は
裸
の
ま
ま
気
を
失
っ

て
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
ウ
ラ
ナ
ナ
で
し
た
。
暗
い
川

面
か
ら
染
み
出
す
よ
う
に
白
い
少
女
の
裸
身
の
怪
し
げ

な
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
ウ
ラ

ナ
ナ
を
舟
の
上
に
引
き
上
げ
ま
す
。

そ
の
と
き
で
し
た
。

水
面
が
ま
る
で
山
の
よ
う
に
持
ち
上
が
っ
た
の
は
。

小
舟
が
大
き
く
傾
ぎ
ま
す
。

必
死
で
身
体
を
支
え
る
ヌ
ア
ッ
ト
の
目
の
前
で
、
盛

り
あ
が
っ
た
水
面
は
突
然
爆
発
し
、
な
か
か
ら
巨
大
な

魚
が
躍
り
出
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
本
当
に
魚
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

舟
よ
り
も
大
き
な
巨
大
な
身
体
は
、
ま
る
で
鉄
の
よ

う
に
重
々
し
く
輝
き
、
な
に
よ
り
そ
の
頭
は
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
奇
怪
な
形
に
膨
ら
ん
で
、
何
本
も
の
角

を
猛
々
し
く
突
き
出
し
て
い
た
の
で
し
た
。

「
川
の
…
…
神
…
…
！
」

ヌ
ア
ッ
ト
は
そ
れ
が
川
の
神
の
化
身
で
あ
る
と
気
づ

き
ま
す
。
花
嫁
を
奪
わ
れ
る
と
思
っ
て
襲
っ
て
き
た
の

で
す
。

巨
体
は
空
中
で
身
体
を
ひ
と
ひ
ね
り
す
る
と
、
再
び

水
面
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ま

た
ヌ
ア
ッ
ト
の
小
舟
は
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

「
ラ
ッ
ハ
・
マ
ク
！

あ
い
つ
、
俺
を
に
ら
み
つ
け
や

が
っ
た
…
…
」

川
の
神
は
水
に
飛
び
込
む
瞬
間
、
確
か
に
ヌ
ア
ッ
ト

の
方
を
見
た
の
で
す
。
そ
の
目
は
、
憎
悪
に
満
ち
て
い

る
よ
う
に
ヌ
ア
ッ
ト
に
は
思
え
ま
し
た
。

「
く
そ
…
…
」

ヌ
ア
ッ
ト
は
ナ
ナ
ハ
に
も
ら
っ
た
木
札
と
、
そ
し
て

槍
を
手
に
し
ま
す
。

も
う
一
度
襲
っ
て
く
る
よ
う
な
ら
戦
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
川
の
神
は
間
違
い
な
く
そ
う
す

る
つ
も
り
な
は
ず
で
す
。

再
び
水
面
が
大
き
く
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
今
度
は

ほ
と
ん
ど
舟
の
真
下
か
ら
で
す
。
ヌ
ア
ッ
ト
は
必
死
で

櫂
を
漕
ぎ
、
川
の
神
の
突
撃
を
避
け
よ
う
と
し
ま
す
。

舟
へ
の
直
撃
を
わ
ず
か
に
逸
れ
、
再
び
水
面
が
爆
発

し
ま
す
。

ヌ
ア
ッ
ト
は
慌
て
て
木
札
を
か
ざ
し
ま
し
た
。
木
札

を
透
か
し
て
み
る
と
、
川
の
神
の
姿
は
夜
の
闇
の
中
で

太
陽
の
よ
う
に
ぎ
ら
ぎ
ら
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
光
の
中
で
、
一
層
光
る
場
所
。
そ
れ
が

ど
う
や
ら
神
の
急
所
の
よ
う
で
す
。

「
あ
そ
こ
を
狙
え
ば
…
…
っ
」

ヌ
ア
ッ
ト
は
小
舟
の
上
で
足
を
踏
ん
張
り
ま
す
。

空
中
に
躍
り
上
が
っ
た
川
の
神
は
、
そ
の
ま
ま
姿
勢

を
変
え
て
ヌ
ア
ッ
ト
の
方
へ
と
突
っ
込
ん
で
き
ま
す
。

耳
を
つ
ん
ざ
く
雄
叫
び
を
川
の
神
が
発
し
ま
し
た
。

「
う
お
お
お
お
お
お
っ
」

ヌ
ア
ッ
ト
も
負
け
じ
と
叫
び
返
し
、
そ
し
て
槍
を
投

げ
つ
け
ま
し
た
。

ま
っ
す
ぐ
に
飛
ん
だ
槍
は
、
日
頃
の
修
練
の
甲
斐
あ
っ

て
、
見
事
に
木
札
が
見
せ
て
く
れ
た
急
所
へ
と
吸
い
込

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

槍
が
突
き
刺
さ
り
ま
す
。

そ
の
瞬
間
、
川
の
神
の
身
体
は
空
中
で
が
く
ん
と
姿

勢
を
崩
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
水
面
へ
と
落
ち
て
い
き
ま
し

た
。大

音
響
と
共
に
水
柱
が
立
ち
あ
が
り
、
今
度
は
槍
を

投
げ
る
た
め
に
舟
を
操
り
き
れ
な
か
っ
た
ヌ
ア
ッ
ト
は
、

ウ
ラ
ナ
ナ
と
共
に
大
河
の
上
へ
と
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
た
。

「
ウ
ラ
ナ
ナ
ー
っ
」

ヌ
ア
ッ
ト
の
叫
び
は
、
荒
々
し
く
渦
巻
く
大
河
の
水

面
に
虚
し
く
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

【
七
】

ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
経
っ
た
も
の
か
。
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ヌ
ア
ッ
ト
は
川
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

痛
む
全
身
に
眉
を
し
か
め
な
が
ら
起
き
あ
が
る
と
、
す

ぐ
側
に
裸
の
ウ
ラ
ナ
ナ
が
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

慌
て
て
抱
き
起
こ
す
と
、
ど
う
や
ら
死
ん
で
は
い
な

い
よ
う
で
す
。
弱
々
し
く
息
を
し
て
い
る
少
女
に
安
心

し
た
ヌ
ア
ッ
ト
は
、
そ
の
身
体
を
抱
き
し
め
ま
す
。

ひ
ん
や
り
と
し
て
柔
ら
か
い
少
女
の
身
体
の
感
触
を

感
じ
る
と
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
中
に
、
男
の
強
い
本
能
が
湧

き
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
は
神
と
戦
い
、
そ
れ
を
う
ち
破
っ
て
腕
の
中
の

少
女
を
手
に
入
れ
た
の
だ
。

そ
の
高
揚
す
る
気
持
ち
が
、
一
層
衝
動
の
火
勢
を
増

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
ヌ
ア
ッ
ト
は
、
ぐ
っ
た
り
と
し
た
ま
ま
の

ウ
ラ
ナ
ナ
と
初
め
て
結
ば
れ
た
の
で
す
。

ヌ
ア
ッ
ト
と
そ
の
背
に
負
わ
れ
た
ウ
ラ
ナ
ナ
が
、
村

に
ま
で
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
何
日
も
経
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
は
も
う
村
と
呼
べ
る
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

村
が
あ
っ
た
場
所
は
泥
に
覆
わ
れ
、
家
も
な
に
も
跡

形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
小
の
水
た
ま

り
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
川
が
氾
濫
し
て
村
を

押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
知
れ
ま
し
た
。

遠
く
か
ら
見
た
だ
け
で
、
そ
の
場
に
人
の
気
配
が
な

い
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
か
ら
、
も
う
ヌ
ア
ッ
ト
は
そ

れ
以
上
近
づ
こ
う
と
は
せ
ず
、
村
だ
っ
た
場
所
に
背
を

向
け
ま
し
た
。

な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
考
え
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
ヌ
ア
ッ
ト
は
後

悔
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
に
よ
り
彼
の
手
元
に
は
愛

し
い
ウ
ラ
ナ
ナ
が
い
た
の
で
す
か
ら
。
懐
か
し
い
家
も

両
親
も
、
大
事
な
友
人
で
あ
る
エ
シ
ャ
ー
も
、
ウ
ラ
ナ

ナ
と
引
き
替
え
な
ら
ば
惜
し
く
は
な
い
と
思
っ
た
の
で

す
。そ

し
て
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
幸
せ
な
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま

す
。
た
だ
ウ
ラ
ナ
ナ
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
な
に
し
ろ
、
神
の
生
け
贄
に
捧
げ
ら
れ

た
こ
と
が
よ
ほ
ど
衝
撃
だ
っ
た
の
か
、
あ
の
夜
以
来
、

少
女
は
ほ
と
ん
ど
口
を
き
こ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

た
だ
ヌ
ア
ッ
ト
の
言
う
こ
と
す
る
こ
と
に
従
順
に
従
う

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
も
、
ヌ
ア
ッ
ト
は
幸
せ
で
し
た
。

川
で
そ
の
日
の
糧
を
な
ん
と
か
手
に
入
れ
（
神
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
せ
い
か
、
相
変
わ
ら
ず
大
河
か
ら
の
恵

み
は
枯
れ
て
い
た
の
で
す
）
、
妻
と
し
た
少
女
の
身
体

を
毎
夜
抱
き
し
め
る
。
そ
ん
な
生
活
に
充
分
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
ウ
ラ
ナ
ナ
の
下
腹
が
小
さ
く
膨
ら

ん
で
、
彼
の
妻
が
子
供
を
宿
し
た
と
知
れ
ま
し
た
。

【
八
】

ウ
ラ
ナ
ナ
の
懐
妊
で
、
ヌ
ア
ッ
ト
の
幸
せ
は
さ
ら
に

大
き
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

彼
は
ま
る
で
奴
隷
に
で
も
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
な

に
く
れ
と
な
く
妻
の
世
話
を
焼
き
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い

事
情
が
あ
る
ほ
か
は
、
で
き
る
限
り
彼
女
の
側
に
い
ま

し
た
。

日
々
膨
ら
ん
で
く
る
妻
の
腹
に
、
毎
日
頬
ず
り
を
し
、

く
ち
づ
け
て
、
子
供
が
誕
生
す
る
日
の
こ
と
を
待
ち
わ

び
ま
し
た
。

日
々
が
過
ぎ
、
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ヌ
ア
ッ
ト
は
付
き
き
り
で
お
産
の
世
話
を

し
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
、
ウ
ラ
ナ
ナ
！

も
う
す
ぐ

だ
。
も
う
す
ぐ
子
供
が
生
ま
れ
て
く
る
ぞ
」

長
く
苦
し
い
時
間
が
過
ぎ
、
産
褥
の
血
に
ま
み
れ
な

が
ら
ウ
ラ
ナ
ナ
の
胎
内
か
ら
新
た
な
命
が
誕
生
し
ま
し

た
。そ

れ
は
耳
を
つ
ん
ざ
く
雄
叫
び
を
あ
げ
な
が
ら
、
ウ

ラ
ナ
ナ
の
脚
の
間
で
の
た
う
ち
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
彼
が
殺
し
た
は
ず
の
川
の
神
の
姿
を
し
て

い
た
の
で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
大
河
に
魚
た
ち
が
戻
り
、
流
域
の

村
々
の
生
活
も
豊
か
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

滅
ん
だ
村
と
、
ひ
と
組
の
夫
婦
の
こ
と
に
つ
い
て
は

呪
い
師
の
語
る
言
葉
に
残
る
の
み
な
の
で
す
。お

し
ま
い



この度『カライ城通信』の軒先

をお借りして、最近の『ダンジョ

ンズ＆ドラゴンズ』(以下D&D)につ

いてアレコレとお話しをさせてい

ただくことになりました。

RPGとは30年近い付き合いになり

ますが、近年のウィザーズ・オブ・

ザ・コースト(以下WotC)社に匹敵

する勢いを持ったRPGメーカーはな

かなか思い出せません。

継続的に毎月新製品を発売して

いるだけでなく、web上での有料会

員限定の記事やキャラクター作成

支援などの各種サービス。ショッ

プでのイベント開催支援、ボード

ゲーム・PCゲームや小説との連動、

ミニチュアの復活など実に多角的

な展開を見せています。

本邦でも一年ぶりに日本語版新

製品が発売されました。新たにラ

インアップに上ったのはどのよう

な製品なのか。今後に予定されて

いる注目すべきアイテムは何なの

か。このコラムでは、こうした最

近のD&D事情をご紹介していこうと

思っています。

「エッセンシャルズ/Essentials」

昨年12月から来年5月にかけてホ

ビージャパン社から発売が予告さ

れたものは、いずれも「エッセン

シャルズ」と名付けられたシリー

ズに属しています。エッセンシャ

ルズ製品はアメリカでは2010年8月

から12月にかけて発売されたもの

で、D&Dの今後の基幹製品として位

置づけられています。

今回はこのエッセンシャルズ製品

とはどのようなものなのか、といっ

たことからお話ししていきます。

D&Dをある程度ご存じの方であれ

ば、第3版から3.5版に移行した際

のことを思い出されるかもしれま

せん。WotC社は2000年にD&D第3版

を、その3年後に3.5版を発売しま

した。この際に多くの3版製品が3.

5版未対応ということで切り捨てら

れ、ライセンス製品を発売してい

た他の会社も巻き込む騒動になり

ました。その当時のことを体験し

た方の多くは、エッセンシャルズ

製品は3.5版と同じような結果をも

たらすのではないかと懸念される

かもしれません。

さすがにWotC社もその点は理解

視しており、エッセンシャルズは

先行製品と問題なく共存できる製

品として開発されました。

3/3.5版と4版の異なる点として

もう一つ、4版は発売当初から頻繁

にルール改訂と細かい変更が行わ

れています。これらの細かい修正・

変更の積み重ねにより、3版から3.

5版に移行した時よりも、既存ルー

ルとエッセンシャルズの差異はわ

ずかなものとなっています。

それでもエッセンシャルズ製品

発売に併せて大規模なルール修正

が発表されていますが、すでに日

本でも発表済みのこれらの変更点

を適用することで『プレイヤーズ・

ハンドブック(PHB)』をはじめとす

る既存製品はエッセンシャルズ版

とほぼ同等のルールとして運用可
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能になっています。

(D&D日本語版の正誤訂正およびルー

ル変更はHJ社の運営する日本語版D

&D公式サポートページで公開され

ています)

ルール修正に記載されていない

細かい変更もありますが、ほとん

どはルールの明確化に関するもの

です。大きな変更についても、選

択ルールとして使わないことにし

てもゲームへの影響はあまりあり

ません。モンスター知識判定やマ

ジックアイテムの稀少度ルールが

大きな変更に該当しますが、エッ

センシャルズ版の方が使いやすい

こともあり、筆者はモンスター知

識判定はずっとこちらを使用して

います。

プレイヤー向けエッセンシャル

ズ製品では新しいクラスが追加さ

れています。これらの新規クラス

はPHB系統のクラスと多少異なった

方向性でデザインされていますが、

同時に使っても問題はありません。

特定のクラスはエッセンシャルズ

版クラスとの相性が良いものさえ

あります。

エッセンシャルズ製品群がなぜ発

売されたのか

日本の書籍再販制度にあたるも

のがないため、アメリカでは一度

印刷された書籍が版元品切れ後に

再印刷されることは日本ほどあり

ません。このため店頭から消えて

しまった本の入手は非常に難しく

なります。Amazonに代表されるイ

ンターネット書店が大躍進した背

景は、過去に発売された書籍の在

庫を多数抱えることができたとい

う側面もあります。すでに英語版

のPHB1は中古市場でないと入手し

にくい状況になっています。(ため

しにAmazon.comで4版のPHB1を検索

してみてください)

WotC社やRPGを扱うショップとし

ては、ほとんどのプレイヤーが購

入する基本ルールブックは常に店

頭においておきたい商品です。ま

た、あまり商品知識のないショッ

プにとってはPHBとPHB2/3の違いに

ついて、入門者に説明することは

困難でしょう。

(4版に詳しい方は『数字が大きい

方がいいだろう』といきなりPHB3

を購入したRPG入門者がD&Dに対し

てどのような印象を抱くかを想像

してみてください)

こういった事情などから、まず

入門者に手にとってほしい製品、

いつでも店頭に置いておきたい製

品としてエッセンシャルズ製品が

開発されました。

あるベテランD＆Dプレイヤーのエッ

センシャルズ製品についてのレビュー

として、なぜWotCは最初にこちら

の製品を出さなかったのか？ とい

うものがありました。エッセンシャ

ルズは第4版が世界中でプレイされ

ていた中から、取り上げるべき要

素を厳選して作られた製品である

ため、こちらを先に発売すること

は難しかったと思います。しかし、

この評価がエッセンシャルズ製品

群がどのようなものかを端的に表

していると思います。

エッセンシャルズ製品群

エッセンシャルズ製品は「プレ

イヤーとDM向け」「プレイヤー向

け」「DM向け」の三つのカテゴリ

に分けられており、全部で10種類

の製品が発売されています。

2010年12月に日本語版が発売さ

れた(かつての『赤箱』と同じデザ

インの)『スターター・セット』も

「プレイヤーとDM向け」製品の一

つですが、これはRPGやD&Dに初め

て触れる人を対象として作られた

ものです。

今回日本語版発売が決定した三

つの製品はいずれも書籍形態です

が、既存のものに比べて小型化さ

れており携帯性が向上しています。

店舗でのイベントなどでは小型化

されたルールとシナリオだけでも

充分で、ついつい荷物が多くなり

がちなDMにとってはありがたい製

品です。プレイヤー自身も自分の

キャラクターのパワーをカード化

するなどの工夫をすることで、身

軽な装備で冒険に赴くことが可能

です。

『ルールズ・コンペンディウム』

つい先日、日本語版が発売され

た製品で「プレイヤーとDM向け」

の書籍です。

1レベルから30レベルまでの第4

版で扱われる冒険すべてで使われ

るルールを再構成したものです。

キャラクターやモンスターのパワー

表記の読み方、技能の使い方や戦

闘のルールが中心ですが、具体的

なデータは掲載されていません。
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全体的に検索性が向上しており、

セッション中でもルールの疑問点

をすばやく解決できます。また、

冒険の舞台となる世界についても

概略が記載されています。

(ただしp.56に名前が載っている

『D&D Gazetter: The Nentir Vale』

は制作中止となり実製品は発売さ

れていません。一部内容は後続の

別製品に流用された模様です)

『墜ちた地の勇者(仮第)/Heroes o

f the Fallen Lands』 2012年3月

発売予定

『忘れられた国の勇者(仮題)/Hero

es of the Forgottrn Kingdoms』

2012年5月発売予定

いずれも「プレイヤー向け」の

書籍です。戦闘を中心としたルー

ルの概説、キャラクターの能力の

中核をなすパワーの説明、キャラ

クター作成用ルール(クラス・種族・

技能・特技・武器と装備品)が掲載

されています。

『墜ちた地の勇者』にはかつて

の赤箱以来の伝統的なファンタジー

RPGを代表する種族・クラスが収録

されています。クラシックD&Dと呼

ばれる、日本では新和から発売さ

れていた過去のシリーズに近いキャ

ラクターをプレイできます。

『忘れられた国の勇者』は一転

して、3版以降に登場した現代のD&

Dらしい種族・クラスが収録されて

います。

種族やクラスの解説以外のペー

ジはほぼ共通しているので、自分

が気に入った種族・クラスが収録

されている本から購入すればいい

でしょう。

クラスはすべてエッセンシャルズ

向けにデザインし直された扱いや

すいものになっています。それぞ

れのクラスに合った種族や習得す

べき特技などキャラクター作成の

指針にも紙幅を割いています。各

種族も単なるデータだけでなく、

収録されているクラスへの向き不

向き・ロールプレイのヒントなど

からD&D的世界観を紹介する方法が

取られています。

あらためて述べますが、エッセ

ンシャルズ製品で作成されたキャ

ラクターを既存のPHB系製品で作成

されたキャラクターと同じパーティ

に合流させてもまったく問題はお

きません。

PHB系クラスは選択の幅が広いの

ですが、組み合わせによっては

「弱い」キャラクターになってし

まったり、可能な行動を忘れたり

して想定通りにプレイできないこ

ともあります。その一方で、慣れ

たプレイヤーには百点満点を越え

る120点の活躍も期待できるポテン

シャルを持っています。

エッセンシャルズのクラスはで

きることを制限したことで、作成

段階での指針と併せて簡単にキャ

ラクターが作成できます。プレイ

時も行動で迷うことが少なく、誰

でもすぐにキャラクターを思い通

りに動かせた実感を得られるでしょ

う。しかし、選択肢自体は狭いた

め満点を越えるのは難しく、飽き

が来るのも早いかもしれません。

すでにPHB系のルールで遊んでい

る人たちにとっては、新しく出る2

冊の書籍に収録されているパワー

や特技にも魅力的なものがあるは

ずです。自分たちのプレイグルー

プにRPGやD&Dになじみのない人を

引き込むためにも有用です。

いいことずくめに思えるエッセ

ンシャルズ製品ですが、日本語版

では一つだけ困ったことがありま

す。原書$20の『ルールズ・コンペ

ンディウム』の日本語版本体価格

が5800円と、PHB日本語版に匹敵す

る価格になってしまったことです。

全ページフルカラー、原書とほ

ぼ同じページ数にも関わらずより

薄い仕上がり(＝上質な紙を使用し

ている)といった事情もありますが、

翻訳ライセンス料や翻訳者への報

酬、日本の印刷費がもともと高価

なこともありやむを得ないところ

です。(3.5版の翻訳に関わってい

た知人も『妥当な価格と思う』と

のことでした)

翻訳が決まった上記製品の他に

は「DM向け」製品がいくつか出て

います。

『Dungeon Master's Kit』

ボックスタイプの製品で『Dunge

on Master's Book』という『ルー

ルズ・コンペンディウム』より少

し薄い書籍が中心になっています。

この本は『ダンジョン・マスター

ズ・ガイドI/II』の情報を再構成

したもので、特定のワールドに依

存しない公式シナリオ共通の舞台

となっているネンティア谷につい

ても詳しい情報が掲載されていま

す。(DMGよりも詳しい情報になっ
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ています)

また、2-3レベル向けのシナリオ

とマップ、マスタースクリーン、

厚紙打ち抜きのトークン(丸いコマ)

が同梱されています。

『Monster Voult』

こちらもボックスタイプの製品

で、『モンスター・マニュアル』

シリーズから厳選したモンスター

を収録したものです。DMG2で導入

された、モンスターのデータ作成

基準の見直しに則った新しいデー

タになっています。書式もMM3以降

の最新のものとなっており、使い

やすさが向上しています。全体的

には攻撃力(特に固定ダメージ)が

上乗せされ、HPが減少されている

傾向があります。これにより戦闘

は緊張感が増したものになり、ダ

ラダラとした掃討戦が起きにくく

なりました。種族的な特徴を表す

パワーも見直しが入り、種族ごと

の差異が際だつようになっていま

す。これにもは4レベル用のシナリ

オとマップ、大量のモンスター用

トークンが収録されています。

トークンは『スタートセット』

にもついていますが、裏側が重傷

状態を表す仕様になっており使い

やすさが増しています。見栄えは

専用ミニチュアには劣りますが、D

&Dミニチュア全般が現在では入手

困難でプレミアがついていること

を考慮すれば、高価なミニチュア

を集めるよりもまずはこのトーク

ンで遊んでみることをお勧めしま

す。

筆者は以前に集めていたD&Dミニ

チュアをまとめて手放してしまっ

たため、主にこのトークンを使っ

ていますが不便を感じることはあ

りません。

最近は電子化コピー対策も兼ね

てか、こういったトークンやカー

ドが付属した製品が増えています。

同時に、このような仕様はライセ

ンス版制作の際の製品価格を押し

上げることになります。プレイヤー

向け製品より高価な価格設定にな

りがちなDM向け製品ということを

考えると、日本語版が発売されな

いのではないかという不安があり

ます。書籍本体や付属のシナリオ

の出来が非常に良いだけに、HJ社

にはぜひとも頑張っていただきた

いところです。(3版の頃からです

が、WotCとHJとの間の契約では製

品仕様の変更が認められていない

そうです)

『Dungeon Tiles Master Set』

これらもDM向け製品で、ダンジョ

ン・町・野外をテーマにしたタイ

ルセットが三種類発売されていま

す。様々な大きさや形の地形が描

かれた厚紙製タイルで、組み合わ

せて戦闘に使うためのマップを自

由に作成することができます。

最近発売された未訳シナリオは、

ほとんどがこれら既製品タイルの

組み合わせでマップがデザインさ

れています。HJではこれらの製品

を扱っていませんが、輸入ゲーム

を扱っている専門店や一部のイン

ターネット書店にて購入できます。

英語が苦手でも困ることなく使え

るのも利点です。機会があれば一

度手に取ってみることをお勧めし

ます。

マップ用タイルはエッセンシャ

ルズ製品以降も続編が発売・予定

されています。

また、専用ミニチュアについて

は2012年に再度発売が計画されて

おり、詳細がわかり次第お伝えし

たいと思います。

今後の展開について

エッセンシャルズ製品は展開が

終了していますが、その直後に発

売された『Player's Opion: Heroe

s of Shadow』『Neverwinter Camp

aign Setting』ではエッセンシャ

ルズ版クラスの拡張が行われてい

ます。これらのサプリメントを使

うためには事実上、拡張元のプレ

イヤー向けエッセンシャルズ製品

が必要になります。

エッセンシャルズのプレイヤー

向け製品の発売が決定したことで、

上記二冊のサプリメントにも翻訳

の道が開けたと言えます。

発売が予告された製品の後に続

くスケジュールは未発表ですが、

今までに出版されてきた製品の傾

向から予想すると『Players' Opti

on:Heroes of Shadow』『Neverwin

ter Campaign Setting』『Mordenk

ainen's Magnifisent Emproium(マ

ジック・アイテムを扱っている)』

が候補に挙がっていると予想して

います。

これらの製品については近いう

ちに、あらためてご紹介したいと

考えています。
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空想海軍では、ＰＤＦで読める

電子叢書や、オリジナルメタルミ

ニチュアシリーズ「メタルさん」

などを製作しています。

コミティアなどの同人誌即売会

のほか、ウェブサイトでの通販も

受けつけています。よろしくお願

いします。

空想海軍電子叢書は、ＰＤＦ形

式の読み物シリーズです。読みや

すい横画面採用。

紙芝居少女もの『ラッハ・マク！

プカプカ！』が、これまで公開

されている１話に加えて、書き下

ろしの第２話、さらに田中桂作

『旅』も収録しての最新特別版。

作：伊豆平成

カバー絵：りりんら

頒価：６００円 ＰＤＦ電子書籍

（CD-R、トールケース入り）

「神と人の大地」サイトで連載中

の『聖都物語』初の叢書化。 神

を見ることのできる若者ヌアット

が、聖都を騒がせる怪事件の謎に

挑みます。「シク人町の大火」

「雌蜘蛛」「身投げ女の顔」の全

３話に加えて脚注コメンタリー、

など充実の１冊。

作：田中桂

画：りりんら

頒価：６００円 PDF（全151ペー

ジ）トールケース入り

架空世界カナンを舞台に、統一

したテーマで描くアンソロジーシ

リーズ第１弾。

桜井光『イナの芽吹き』

伊豆平成『ラッハ・マク！ プ

カプカ!』

池かなた『ニミウラ姫の純潔』

田中桂『蛙の神、姫君の願いを

叶える』（掲載順）

――４人の著者が描く「純潔」

のかたち。

頒価：６００円（ＣＤＲＯＭ、トー

ルケース入り）
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カナンを旅するRPG（ロールプレ

イングゲーム）の遊び方をガイド

するルールを収録しました。

こちらの世界とは違うカナンの

人々を簡単なルールで体験できる

判定ルール、プレイしていくごと

にだいじなものが増えていく「思

い出システム」で、これまでとは

違ったRPG体験ができます。

「ルールディスク」 ルールやシ

ナリオがＰＤＦデータ等で収録。

「キャラクターシート」など同梱。

頒価：600円

「メタルさん４８」は、ミニチュ

アゲーム用のホワイトメタル製ミ

ニチュアです。

カナンのキャラクターを中心に

「カナンＲＰＧ」のプレイにもぴっ

たりのゲームサイズ（約48分の1）

でシリーズ展開中。

2011年末現在19種。

頒価：600円～

「ハリボテレイン」は、ミニチュ

アゲーム用の完成品テレイン（地

形ミニチュア）シリーズです。

段ボール＋ティッシュ製のハリボ

テですがその分安価で軽量です。

立木や丘、防壁など多種揃ってい

ます。

ひとつずつ手作りなのでぜひ皆さ

んの金銭的応援をお願いしたいと

ころ！（詳しくはウェブサイトで）

頒価：200円＋～

次号予告
次号もこんなラインナップでお送

りする予定です。

『カライ城の勇者たち』

入植者募集中

『カナン語入門（仮）』

カナン語を基礎から学ぼう？

『カナンＲＰＧリプレイ（仮）』

体験するカナンの旅

『カナンＲＰＧシナリオ（仮）』

毎回１本は載せたい

『カナン小説（未定）』

次回も短編を掲載予定

『今日のＤ＆Ｄ』

最新のＤ＆Ｄはどうなってるの？

『メタルさん劇場』

メタルさん登場のミニストーリー

編集後記
まるまるふた月から遅れての発

行になりました。

もうちょっと楽に作るつもりだっ

たのが、やってみると簡単そうな

ことでも意外と面倒くさいもんで

すねえ。

次回はなんとか１月中に発行し

たいと……思います。

空想海軍／田中桂
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